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学習評価の基本構造

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

観点別学習状況の評価の３観点

学習評価のポイント

学習指導要領の目標及び内容が資質・能力の三つの柱で再整理されたことを踏まえ、

各教科等における観点別学習状況の評価の観点についても、以下の３観点に整理され

ました。

＊「個人内評価」とは、観点別学習状況の評価や評定には

示しきれない生徒の一人一人のよい点や可能性、進歩の

状況について評価するもの。

ポイント① 目標と指導と評価を一体的なものとして捉える。

感性、思いやりなど

個人内評価＊

➢ 資質・能力を育成するためには、各教科、単元（題材）、授業において「生徒に身に

付けてほしいこと」を目標として掲げ、授業を実践し評価を行い、指導を改善する

こと、つまり、目標と指導と評価を一体的なものとして捉えることが大切です。

１

育成を目指す資質・能力の三つの柱

生きて働く
「知識及び技能」の習得

未知の状況にも対応できる
「思考力、判断力、表現力等」の育成

学びを人生や社会に生かそうとする
「学びに向かう力、人間性等」の涵養

目標 指導 評価

改善

目標を実現するため
に、指導を工夫しよう。

目標とした力が身に
付いたかを確かめよう。

評価を踏まえ、指導を
改善しよう。

この単元（題材）では、
生徒に こ んな力を
身に付けさせたい。
その力が身に付いた
生徒の姿を想像し
目標を立てよう。



ポイント② 指導に生かす評価の充実を図る。

➢ 学習の成果だけでなく、学習の過程を一層重視し、指導に生かす評価を行い、

生徒が自分自身の目標や課題をもって学習の改善を図れるようにすることが大切

です。

《 評価の場面と方法の工夫の例 》

・論述やレポートの作成、発表、グループでの話合い、作品の制作等の多様な活動に

取り組ませるパフォーマンス評価＊などを取り入れ、ペーパーテストの結果にとどまら

ない多面的・多角的な評価を行う。 ＊知識やスキルを使いこなすことを求めるような評価方法の総称。

・教師による評価だけでなく、生徒による自己評価や相互評価を取り入れ、生徒自身

の学習意欲の向上につなげる。

➢ 単元（題材）など内容や時間のまとまりを見通しながら、生徒の主体的・対話的で

深い学びの実現に向けた授業改善を行うと同時に、評価の場面と方法を工夫する

ことが大切です。

ポイント③ 評価の場面と方法を工夫する。

記録に残す評価の具体例を観点別に紹介しています。 ｐ.３～p.８に掲載！

学習の成果

《 単元（題材）など内容や時間のまとまり 》

□□さんは、〇〇までできた
のでA評価としよう。

指導に生かすとともに

記録に残す評価

指導に生かす評価

〇〇について、全員理解でき
たようだから、次の授業はさら
に発展的な内容を扱おう。

数名の生徒は、〇〇でつまず
いているから、◇◇するように
アドバイスしよう。

〇〇が苦手だと
分かったので、
来週までに△△
をやってみよう。

生徒の学習改善

２



具体的な評価方法

・ペーパーテスト

・ワークシート

・知識や技能を用いる場面を設けて評価

・技能の活用場面を録音・録画 等

「知識・技能」は、各教科等の知識及び技能

を習得しているか、他の学習や生活の場面でも

活用できる程度に概念等を理解したり、技能を

習得したりしているかを評価します。

事例２ 公民科（公共）

事例１ 国語科（現代の国語）

評価の事例 「知識・技能」

ベーコンやデカルトなどの思想について

知識の定着を図るだけでなく、先人たちも

自分たちと同様に考えていたことに気付

かせ、先人の考え方を深く理解できるよう

に、生徒同士で話し合う場面を設定した。

ベーコンやデカルトの基本的な考え方をまとめ、合理的な思考について理解する。

単なる知識を問う問題ではなく、授業での学びを活用して、先人の考え方を深く理解しているかを問う

問題で評価した。選択肢に「うさぎ」を入れ、概念的な知識を問うことができるようにした。

ペーパーテスト

目標

筆者の主張はどのような資料をどのように組み合わせて根拠としているのかを、

ワークシートに整理させた。その際、根拠としての確かさ、ふさわしさを吟味しなが

ら、情報と情報との関係を検討する必要があることを確認させた。さらに、個人で

見いだした主張と論拠の関係を基に、具体的な論の展開の仕方をグループで話

し合う場面を設定した。

目標 論理的な文章を読み、筆者の主張やその根拠となる資料を整理して、主張

と論拠など情報と情報との関係について理解を深める。

論理的な文章の中から主張と論拠を示す表現を

区別して、それらの関係について的確に記述でき

ているかどうかを評価した。
グループで話し合う様子

・事実的な知識の習得を問う問題

・知識の概念的理解を問う問題

評価方法 ペーパーテスト

ワークシートの記述例

評価方法 ワークシート

評価方法

評価方法

〔
問
い
〕

筆
者
の
主
張
と
根
拠
を
示
し
、情
報
と
情
報
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ

せ
て
自
身
の
論
を
展
開
さ
せ
て
い
る
か
を
ま
と
め
よ
う
。

〔
生
徒
の
記
述
〕

筆
者
は
「
安
く
て
お
い
し
い
日
本
を
や
め
る
べ
き
だ
」
と
い
う
主
張
を
、

「
統
計
資
料
」
と
そ
れ
と
関
わ
り
の
あ
る
「
そ
の
他
の
事
実
」
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
得
力
を
も
た
せ
て
い
る
。

３

の工夫指導

の工夫評価

の工夫指導

の工夫評価

各事例の詳細は、当センターWebサイトに
掲載しています。（p.10参照）



事例4 理科（生物）

実験器具を確認する様子

事例３ 数学科（数学Ⅰ）

各操作の目的を理解しながら実験に取り組めるように、資料と実験器具の

実物を見ながら、実験手順や器具の特徴を生徒同士で確認させた後に、

教師が操作のポイントについて補足を加えた。

目標

実験器具が滅菌されている理由や実験上の

留意点について、操作したことを踏まえて具体

的に記述できているかどうかを評価した。

鈍角の三角比を鋭角の三角比を用いて表す

方法を理解し、三角比の値の大小を比較するこ

とができる。

目標

鈍角の三角比を鋭角の三角比で表したり、三角比の

種類を統一したりするなど、三角比の値の大小を比較

する方法について、個人で考えてからグループで話し

合うことによって、生徒自ら気付けるようにした。

鈍角の三角比を鋭角の三角比を用いて表すことや、三角比の種類を統一して三角比

の値の大小を比較することができているかを、小テストの記述で評価した。
小テストの様子

目標

小テストの記述例

ワークシートの記述例

社会的な話題（環境・共生）について、自分の考えを理由とともに話して伝えるために必要となる

言語材料（語彙・表現）を理解する。

単元ごとの重要語彙や表現の確実な定着を図るため

に、小テスト、言語活動、パフォーマンステストとペーパー

テスト（定期試験）を関連付けるよう心掛けた。小テスト

で語彙や表現を確認させ、それらを言語活動で使用す

る場面を設定した。さらに、パフォーマンステストでも

使用する場面を設け、後日、ペーパーテストで定着度を

確認するという流れとした。

重要語彙や表現が身に付いているかを記述式で評価した。設問の形式は穴埋め、並べ替えなど一般

的なものであるが、題材と異なる英文を使用することで、語彙や表現の定着度を確認できるように工夫

した。

ペーパーテスト

評価方法 小テスト

評価方法 ワークシート

事例５ 外国語科（英語コミュニケーションⅠ） 評価方法 ペーパーテスト

評価方法

評価方法

評価方法

〔問い〕
実際に生きた酵母菌を培地から培地へ移動させる等の操作で、気を
付けるべき点を、理由とともに書きなさい。

培地への菌の混入や遺伝子組換え生物の実験室外への流出等を防

止する目的を理解しながら、観察・実験の基本的な技能を身に付ける。

〔問い〕
次の三角比の値を小さい方から順に並べよ。

４

の工夫指導

の工夫評価

の工夫指導

の工夫評価

の工夫指導

の工夫評価

〔生徒の記述〕
菌が入らないように、素早く行う。実験器具は直前に開封し、清潔な
ものを使用する。



具体的な評価方法

・ペーパーテスト、 ワークシート

・論述、レポートの作成

・発表、グループでの話合い

・作品の制作や表現 等

｢思考・判断・表現｣は、各教科等の知識及び技能を

活用して課題を解決する等のために必要な思考力、

判断力、表現力等を身に付けているかどうかを評価し

ます。

事例７ 理科（生物）

生徒同士で話し合う様子

評価の事例 「思考・判断・表現」

実験結果を考察して、酵母菌が最少培地で生育できる条件と、酵母菌

がどのように変化したかについて、具体的に記述できているかどうかを

評価した。

事例６ 公民科（公共）

ルールの運用に関わる課題を理解する

とともに、よりよいルールづくりに必要な

ことについて考察する。

日常生活の一場面を題材として、生徒同士

で話し合い、相互の考えを比較しながら、

自らの考えを再構築する場面を設定した。

よりよいルールづくりと運用について、ワークシートに記述された内容を

評価した。生徒が記述しやすくなるように、二つの考えをまとめるよう

問いに示した。

ワークシートの記述例

生徒同士で話し合う様子

コロニーを形成できた酵母菌とできなかった

酵母菌の違いから、酵母菌がどのように変化し

たのかを考察し、表現する。

酵母菌が最少培地で生育可能となる条件に気付か

せるために、資料から遺伝子や酵母菌の特徴を読み

取らせ、実験結果や既習事項と関連付けながら考え

るように促し、生徒同士で話し合って深めた考察を基

に、個人でワークシートにまとめさせた。

ワークシートの記述例

〔問い〕
どのようにルールを決め、どのように運用したらよいかという問いに
対する自分の考えをまとめよう。

評価方法 ワークシート

評価方法 ワークシート

評価方法

評価方法

〔問い〕
最少培地でコロニーを形成できた酵母菌とできなかった
酵母菌の違いを比較しながら、酵母菌がどのように変化し
たのかをまとめなさい。

５

〔生徒の記述〕
ウラシル欠損酵母菌にウラシル合成遺伝子を導入したこ
とで、酵母菌はウラシルを合成できるようになり、最少培
地でもコロニーを形成することができた。コロニーを形成
できなかった酵母菌は、ウラシル合成遺伝子が導入でき
ていなかった。

目標

の工夫指導

の工夫評価

目標

の工夫指導

の工夫評価

各事例の詳細は、当センターWebサイトに
掲載しています。（p.10参照）



事例９ 外国語科（英語コミュニケーションⅠ）

事例８ 数学科（数学Ⅰ）

ワークシートの記述例

三角形において与えられた三つの条件と、三角形の決定条件との関連を表現することができる。

２辺とその間でない一つの角度

が与えられた三角形に関して、

個人で考えてからグループで

話し合うことによって、三角形が

一つに定まるときと定まらないと

きがあることに気付き、その条件

の違いを、新たな問いとして考え

ることができるようにした。

記述の内容から、三角形の合同条件に着目して三角形

が決定する条件を説明することができるかを評価した。

ワークシートを使ってこれまでの学習を振り返り、与えられ

た条件と三角形の合同条件を関連付けて考えることが

できるようにした。

グループで話し合う様子

複数の単元（１学期と２学期に実施）にお

いて、「話すこと（発表）」の領域の資質・

能力の育成を目指した。与えられた課題

に対して、最終的に即興で話せるように、

１、２学期を通して、段階的に難易度を

上げながら言語活動を行った。１学期か

らルーブリック（評価の基準）を生徒に

示した上で言語活動をしていたため、

2学期においても、生徒に目標を意識して

取り組ませることができた。

論理性に注意しながら理由とともに話しているかを、ルーブリックを

用いて評価した。評価の際には、1人1台端末で録画したプレゼン

テーションを、教師がルーブリックで評価したため、評価に対する信頼

性を高めることにつながった。さらに、振り返りシートの記述を加えて

「主体的に学習に取り組む態度」も評価した。

ルーブリック

パフォーマンステストの様子

社会的な話題（環境・共生）について、聞いたり読んだりしたことを基に、自分の考えを理由と

ともに話して伝えることができる。

評価方法 ワークシート

評価方法 パフォーマンステスト

評価方法

評価方法

パフォーマンステストのトピック
Do you think we should protect nature? Yes or No?
Please give ｔｗｏ reasons why for your opinion.

６

目標

の工夫指導

の工夫評価

目標

の工夫指導

の工夫評価



具体的な評価方法

・ワークシート

・振り返りシート

・ノート、レポート等の記述

・授業中の発言、行動観察

・生徒の自己評価や相互評価 等

｢主体的に学習に取り組む態度｣は、知識及び

技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を

身に付けたりするために、自らの学習状況を把握

し、学習の進め方について試行錯誤するなど自ら

の学習を調整しながら、粘り強く学ぼうとしている

かどうかという意思的な側面を長いスパンの中で

評価します。

事例１０ 数学科（数学Ⅰ）

評価の事例 「主体的に学習に取り組む態度」 各事例の詳細は、当センターWebサイトに
掲載しています。（p.10参照）

三角比について、単元の学習を振り返り、学習内容を深く

理解したり、自身の学習を改善したりしようとする。

この単元で学んだことを統合的・発展的に考えることができるよう

に、単元のまとめの問題に取り組ませた。振り返りシートに記述し

てきた小単元ごとの振り返りの記述内容を見ながら、全体の振り

返りを記入させた。

学習内容を深く理解したり、今後の学習に向

けて自身の学習を改善したりしようとしている

かを、単元全体の振り返りの記述で評価した。

事例１１ 理科（生物）

単元全体の学習や実験を踏まえて、遺伝子組換え技術について、自分の意見を主体的にまとめる。

単元の学習を通して、遺伝子組換え技術に対する考えがどのよ

うに変化したのかを実感させるために、単元の学習前後での

遺伝子組換え技術のイメージの違いを比較させた。また、遺伝

子組換え技術の有用性に着目できるように、技術がどのような

場面で活用できそうか、日常生活や既習事項と関連付けながら

生徒同士で話し合う場面を設定した。

単元を通して学んだことを踏まえて、自分自身の考えがどのよう

に変化したのかを具体的に記述できているかどうかを評価した。
ワークシートの記述例

評価方法 振り返りシート

評価方法 ワークシート評価方法

評価方法

〔問い〕
単元全体や実験で学んだことや、遺伝子組換
え技術のイメージがどのように変化したのか
を踏まえて、遺伝子組換え技術の展望につい
て、自分の意見を自由に書きなさい。

７

〔問い〕
数学の学習について、今後、どのように取り組んでいこうと考えたか、
単元の学習を振り返って、書きなさい。

〔生徒の記述〕
正弦定理や余弦定理をただ覚えるのでなく、 公式の意味を理解
すると図形への見方や考え方が増えて、公式を活用して問題を解
くことができるようになる。

単元全体の振り返りの記述例

〔生徒の記述〕
実験前は、体に悪そうなイメージがあったが、
今は遺伝子の性質によっては良いこともあ
るかもしれないと思うようになった。導入す
る遺伝子によって、さまざまな性質を持つ生
き物がつくれるようになり、植物の品種改良
に活用して、変わっていく地球環境に適応
した植物をつくっていきたい。

小単元ごとの振り返り

単元全体の振り返り

振り返りシート

目標

の工夫指導

の工夫評価

目標

の工夫指導

の工夫評価



事例12 国語科（現代の国語）

事例１３ 公民科（公共）

よりよく生きることができる理想の社会

の在り方について、考えが深まるきっか

けとなった意見や、新たに加わった視点

などを踏まえて、理想の社会の実現に

向けて自覚を深める。

単元で学習したことを踏まえて、自分がどう生きるか、社会とどのよう

に関わっていくかという自分の考えを、記述例のようなワークシートに

まとめさせ、その記述内容を評価した。考えを構造的に確認できるよ

うにしたことで、生徒の学びの深まりを捉えやすくなった。

単元の学習内容を振り返った後に、よりよく

生きるために社会はどのようにあるべきかに

ついて、自分の考えをまとめてグループで発表

し合い、考えを共有する場面を設定した。教師

自身の考えも生徒に示しながら、共に考えら

れるよう授業を展開した。
ワークシートの記述例

〔問い〕
よりよく生きることができる理想の社会について、自分がどう生きるか、
社会とどのように関わっていくかという自分の考えを下図にまとめな
さい。

意見文を書くことを通して、自分の考えを読み手に的確に伝えるため、根拠の示し方や説明の

仕方について粘り強く考え、自らの学習を調整する。

同じ統計資料を活用して意見文を書いた生徒同士でグループを作り、

相互評価シートを用いて互いの意見文を評価させた。さらに、グループの

代表者が意見文を発表し、全体で共有した。その後、単元全体を振り返り

ながら、自分の意見文について、課題と改善点を考えさせた。

自分の考えを読み手に的確に伝えるため

の、根拠の示し方や説明の仕方について、

課題と改善点が具体的に記述できている

かどうかを評価した。

全体で共有する様子

グループ内で考えを共有する様子

評価方法 ワークシート

評価方法 振り返りシート

評価方法

評価方法

振り返りシートの記述例

〔
問
い
〕

相
互
評
価
、
全
体
発
表
を
踏
ま
え
て
、
自
分
が
書
い
た
意
見
文
の
良
か
っ
た

点
、改
善
す
べ
き
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
ま
と
め
よ
う
。

〔
生
徒
の
記
述
〕

自
分
の
主
張
と
そ
の
根
拠
の
関
係
を
確
認
し
な
が
ら
、
読
み
手
に
伝
わ
る

意
見
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
、
根
拠
に
し
た
統
計
資
料
を
複

数
の
デ
ー
タ
で
比
較
し
た
り
、
統
計
資
料
を
自
分
に
引
き
つ
け
て
考
え
ら

れ
る
よ
う
な
具
体
例
を
加
え
た
り
し
て
、
よ
り
説
得
力
の
あ
る
文
章
を
書

い
て
み
た
い
。

８

目標

の工夫指導

の工夫評価

目標

の工夫指導

の工夫評価



・目指す資質・能力を育成するために、生徒の主体

的・対話的で深い学びの実現につながるよう、

どのように指導していくかを検討する。

・評価の場面と方法を計画する。

・｢記録に残す評価｣は、実現状況を把握できる

段階で行うなど場面を精選する。

単元（題材）の

目標を作成する

単元（題材）の

評価規準を作成する

指導と評価の

計画を作成する

授業を行う

観点ごとに総括する

・学習指導要領の目標や内容、生徒の実態、これま

での学習状況等を踏まえて作成する。

・評価規準は、「～している」のように生徒が目標を

実現している状況として記述する。

単元（題材）における学習評価の進め方

留意点

学習評価を行うに当たり、まずは指導と評価の年間計画を確認し、その上で、単元

（題材）の指導と評価の計画を立てることが重要です。

・集めた評価資料やそれに基づく評価結果など

から、観点ごとの総括的評価（Ａ、Ｂ、Ｃ）を行う。

・指導と評価の計画に沿って｢指導に生かす評価｣

や｢記録に残す評価｣を行い、評価結果を生徒の

学習改善や教師の指導改善につなげる。

評価の進め方

９



当センターのＷｅｂサイトに、県内の先生方が学習評価のポイントを意識して実践した

授業と評価の事例を教科ごとに掲載しています。

観点ごとに、どのように評価したのか

を具体的に示しました。

授業を展開する上での〔指導の工夫〕や

〔評価の工夫〕を具体的にまとめました。

見どころ②

見どころ①

見どころ③

当センターのＷｅｂサイト掲載資料について

10

各教科の事例は、こちらに掲載！

単元（題材）を見通して、「指

導に生かす評価」と「記録に

残す評価」の場面を、どのよう

な意図で、どこに位置付けた

のか等、指導と評価の計画を

立てる際に工夫したことをまと

めました。

計画を立てる際の工夫

授業を展開する際の工夫 評価の具体例



学習評価 Q＆A

A

Q 「活動は積極的ではない生徒が、文章力があって上手にレポートをまとめた」場合は、「思考・

判断・表現」は高く、「主体的に学習に取り組む態度」を低く評価するのですか？

単に積極性の有無や、上手にレポートをまとめたかどうかで評価するのではなく、目標に準拠した

評価、つまり学習指導要領に示された目標がどの程度実現したのかを評価することが大切です。

A

Q 授業のために、生徒が事前に調べたものは評価の対象にしてよいですか？

観点別学習状況の評価は、目標に準拠した評価です。教科・科目等の目標や評価規準の枠組み

の中に、事前学習の内容も含まれるのであれば、評価の対象にすることが考えられます。

A

Q

評価の妥当性、信頼性を高めるためには、評価計画を立てる段階から評価を実施する段階まで、

教師間で共通理解を図ることが大切です。また、評価規準や評価方法をシラバスに記載するなど

して、生徒や保護者と共通理解を図ることも大切です。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価の際に、教師の主観が入る余地が多分にあると思い

ます。評価の妥当性や信頼性を高めるためにはどのようにすればよいですか?

A

Q 「主体的に学習に取り組む態度」を他の２観点から切り離して評価することはできますか？

他の観点から切り離して評価することは適切ではありません。「主体的に学習に取り組む態度」の

評価は、「知識及び技能」を習得させたり、「思考力、判断力、表現力等」を育成したりする場面に

関わって行います。このため、単元の導入の段階では観点別の学習状況にばらつきが生じていて

も、指導と評価の取組を重ねながら授業を展開することにより、単元末や学期末等に算出する

観点別学習状況の評価では、「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む

態度」の観点ごとに大きな差は生じないものと考えられます。

A

Q 単元(題材)で、３観点すべての評価を行わなければならないのですか？

基本的には、資質・能力の三つの柱をバランスよく育成することが大切です。ただし、一つの単元

で必ず全ての観点について評価しなければならないということではありません。単元の目標や学

習内容、学習活動に基づき、二つの観点に絞って評価することや、複数の単元をまとめて評価する、

または単元を複数に分けて評価するなど、学校ごとに評価の工夫改善を行うことが大切です。

栃木県総合教育センター
令和５（202３）年３月 発行

〒320-0002 栃木県宇都宮市瓦谷町1070
TEL 028-665-7204 (研究調査部)

当センターの調査研究はこちら☞

当センターが行った学習評価に関する校内研修において、先生方からいただいた質問
の中から、多かったものを掲載しました。


